
 

社会活動センター・シナピスは平和を実現する使命に向けて生きる人びとを応援します 

地上でもっとも小さいといわれている種子、それがシナピス(からし種)です。 
イエスは神の愛がすべての人におよび、互いに尊重し合い、愛し合うように願って平和の種をまき、 
やがて鳥が巣をつくるほどの大きな木になると約束しました。 

カトリック大阪大司教区 社会活動センター  

    06-6942-1784     06-6920-2203        sinapis@osaka.catholic.jp   
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先日、たった 1 人のきょうだいの姉と大喧嘩をした。きっかけは小さな行き違いだが、売り言葉
に買い言葉。日頃の鬱憤がたまり、相手のことを気遣うこともなく、大声で感情的に、怒鳴ってし
まった。しかし、冷静になると、なんと酷いことをしたのかと、後悔しか残らない。すぐに、謝罪
のメールを入れるが、心の中のモヤモヤは消えない。もう 2 度と関係が修復できないのではない
か。そんな恐れが、ずっと頭に残る。普段から、あまり姉とコミュニケーションをとっていなかっ
た私は、冷静な判断なき行為と心の余裕のなさは、人をあらぬ方向に向かわせるのを、身をもって
体感した。 

2019 年 11 月、日本に教皇フランシスコが来日した。その時のテーマは「全てのいのちを守る
ために」と述べられている。教皇様は、被爆地、殉教者、被災者、青年といった小さき人々に思い
をはせ、寄り添い、共に歩むことを私たちに語られた。その中でも、来日後すぐ日本の司教団にあ
てた講話の中で、教皇様は「人々に示すべき最も強く明白な言葉は、普段の生活の中での目立たぬ
証」と語られている。教皇様は「全てのいのちを守る」と言ったときに、私たちがまず考えるべき
は、日々の生活において自分の身近な人のことを想うことではないだろうか。それは、自分を含め、
あらゆる命に対して愛おしく、大切にしなければ、「全てのいのちを守る」なんてことは出来ない。
教皇様は特別な言葉は使われない。それはイエスご自身が、生きた世界は特別な世界ではなく、日々
の生活の中で生きられた姿を示している。同時に、イエスが行ったように、私たちはその身近な家
族を広げていくことが大切なのである。教皇様の来日は、 
この姿を示したのである。 

「いのちを守る」とは、互いに関係を大切にしあうこと 
であり、共に歩むことである。私たちは、大それたことを 
言う前に、今目の前にある、「命」と向き合っているだろ 
うか。一度、立ち止まって振り返ってみてはどうか。 
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・5 月の祈り 

・忘れないあきらめないカレンダー 

・2021 年「第 58 回世界召命祈願の日」教皇メッセージ 

・教皇フランシスコ、2021 年復活祭メッセージ  

・声明文「辺野古新基地建設に、沖縄戦犠牲者の遺骨が収集 

されないまま眠る沖縄本島の土を使わないでください」 

・池谷薫 ドキュメンタリー塾のご案内 
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子どもたちに 

伝えたい平和 
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「差別語を使わない!」差別はなくなるの? 
 

 
障がい者委員会 嶽崎

たけざき
 裕子 

 
  私は、高校生の頃から、落語にはまって毎日のように自分で作ったラジオで聞き入って
いました（昭和の時代です）。当時は横浜に住んでいたので、江戸落語です。その後、関西に
住んで上方落語も聞いていました。今も、古典落語は大好きです。落語には、「差別語」がバ
シバシ出てきます。差別語使用禁止になって、落語はどうなるのだろうと、単純に頭の中を
よぎりましたが、深追いすることなく過ぎています。 
 差別語は、人を傷つけることは確実で、使うべき言葉ではありません。では、差別語使用
禁止になってから、障害者や社会的弱者に対して、差別はなくなっているのでしょうか。私
は、そうは思いません。逆に見えないところでの差別はもっと激しいことが起こっているの
ではないかと危惧します。 
 よく、ＴＶやラジオ等マスコミの報道の中で「不適切な表現がありました。お詫びいたし
ます」というメッセージがあります。コメンテーターやアナウンサーが、差別語を言ってし
まった時の、常套句です。「申し訳ない!いけないことを言ってしまった」と、瞬間は思うで
しょう。 
 障害者や社会的弱者にとって、差別語をぶつけられるよりもっと、心が傷つけられる言葉
があります。「かわいそうにね!」これは差別語ではありません。 
 「私が、障害を持ったり、貧困だったりしたら、死んだ方がましだ」これも、差別語ではあ
りませんが、もっと、深く傷つく言葉です。この二つを言った人は、申し訳ないことを言っ
て、差別をしてしまったとは思わないのです。このあたりが、差別を生む根っこになってい
るのではないかと思います。 
 差別語を使わないけれど、人が人を差別し、おとしめることが日常となり、人は傷つけら
れています。いくら差別語を使わなくても、差別は深く広く広がっています。 
これを取り除かなければ、本当の差別はなくなりません。一人ひとりがお互いに認め合い、
平等で、神の国により近い人間関係にならなければならないと切に思います。 

古典落語の世界の中では、差別語が乱発されていましたが、 
人を人として認めあっていると思います。科学が 
進んでも、同じ生活です。変わらない人のたたず 
まいがあると思うのです。差別語がなくなってい 
る社会では、もっともっと、人同士、支えあうこ 
とができるのではないかと、思います。IT・AI が 
急速に発展する社会です。 
走りすぎないで、立ち止まって、少し考えてみませんか? 
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掲示板には、メール、FAX、または左の QR コードからご投稿ください。 

☆電話番号 : 06-6942-1784  ☆FAX 番号:06-6920-2203 
☆メール:sinapis@osaka.catholic.jp 

ネリさんと子どもたちの強制退去命令の取り消しを求めた裁
判は、最高裁での審理までたどり着くことができませんでした。し
かし、ちょうど今、入管法改定をめぐり、国会で人権を無視した
日本の入管制度のあり方が議論されています。その中で私たち
も道を探っています。引き続き応援とお祈りをお願いします。 

命からがら逃れてきた関西空港で難民申請をしたとこ
ろ、そのまま入管に連れて行かれ、2 年８か月もの間収容
されていたイラン人の青年が難民認定の裁判を起こしてい
ます。傍聴席で裁判の行方を見守り、応援しましょう! 

日時:５月 7 日（木）10:00 から 
場所:大阪地裁 806 法廷（8 階） 
集合:9:40 大阪地裁正門前 
問合せ:06-6941-4999（シナピス） 
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こんにちは!シナピススタッフの山田直保子です。 
今月号より、シナピスホーム便りと称して、ホームの様子をお届けしようと思います。 

 
昨年の 12 月、生野区の元韓国殉教福者修道女会の修道院を大阪教区が借り受け、

地域の憩いの場にしようと、シナピスホームが誕生しました。 
 
そして、さまざまな理由で在留資格を認められなかったり、仮放免という制度上働くことが禁止されたりしていても、社会の

役に立ちたい!と願っている難民移住者が地域住民と仲良くなり、心を込めて奉仕をし、誰もが必要とされる居場所作りを
目指して、「おとしより食堂」をスタートしました。 

 
ところが、スタートしたものの、コロナウイルス感染拡大の為、「食堂」を「カフェ」に変更、感染対策に力をいれ、開催は週一

度の水曜日のみにしました。しかしその後も緊急事態宣言の為休止、3 月 10 日に再開したものの、感染拡大に歯止めが
かからず再度休止と、コロナ禍でなかなか思うようにいきません。 

 
しかしながら、少しずつ地域の皆様が知ってくださり、お越しいただけるようになってきました。難民移住

者が屋上の菜園の手入れも行い、菜園から摘んだミントを使ってミントティーをお出ししたり、お客様を心
からおもてなししたりして、いつも笑い声が溢れるカフェが開催されています。 
休止中も、菜園や花壇の管理、食堂ができるようになった時のメニュー作りなどみんなで協力しながら再
開を楽しみにしています。 
 
次号からはカフェの様子や、難民移住者のみなさんの紹介をしていけたらいいなと考えています。 
ぜひ一度遊びに来てくださいね! 

 

シナピスホーム便り 



 
 
 
 
 
 
 
 
◆難病と告げられる 
難民がお年寄りをもてなす「シナピスホーム」発案者のナオコは、２０２０年の活動開始 3 週間
後のクリスマスの夜に原因不明の高熱に見舞われ、年明けまで 2 週間寝込んでしまった。１月中
旬に職場復帰をしたが、車を運転していると足に力が入らずあわや事故を起こしそうになったり、
コップすら持てなくなり、足にも手にも力が入らなくなった。精密検査の結果、ギランバレー症
候群だと診断された。この病は、現在の手足の脱力が回復しないまま後遺症として残る可能性が
20～50％だとされる難病だ。ナオコ自身が「天職」と誇りにする介護職には「もう就けない」と
医師に告げられた。 
 
◆泣く 
 ３月７日に退院した。院内ではすり足で歩けていたが、アスファルトの道では歩けない。家中
の物は、腕の上がらないナオコにとって全てが高い位置にあった。タオル一つ取れない。 
友人が洗面用具や食器などを低い場所に置いてくれた。それでも包丁が持てない、冷蔵庫の物が
取れない、ペットボトルの蓋が開けられない、シャワーヘッドが持てない、洗髪ができない、髪
をとけない。紙コップにわずかな水を入れてストローを使い、プラスチックの匙を使った。でも
匙にカレーライスをのせると重くて持てない。何もかもできない。ナオコは叫び大声で泣いた。
涙が枯れてもまた泣いた。泣いても泣いてもどうにもならない。 
 ナオコは顔を上げた。シナピスホームへ行くにはどうしたらよいか。人に送迎してもらわずに
働く方法を考えた。電動車椅子を使うことにした。車椅子は思いきりお洒落なものを選んだ。初
日に使用法を学び、二日目には看護師の友に付き添ってもらって自宅から地下鉄に乗ってシナピ
スホームまで予行演習した。「行ける」と確信した。 

３月10日、一人で自宅を出た。道行くあらゆる人に、好奇の目、哀れみの目で見下ろされた。
介護の仕事をしていた頃、事故で車椅子生活になった若者がずっと俯いていた気持ちが分かった。 

 
◆社会の荒波に遭う 

道で不慣れな車椅子の操作にもたついてい 
ると男が「ねえちゃん、どないしたんや」と 
近寄ってきた。駅のホームでも男が声をかけ 
てきた。「ねえちゃん大丈夫か」「家どこや」 
と背中を触り始めた。「触るな、〇〇!」悪 
態をついたら「なんや、助けたろ思たのに」 
と容姿を侮辱する言葉を吐き捨て去っていっ 
た。ナオコはホームで激しく泣いた。電車の 
中でも涙が止まらなかった。電車の中で男が 
近寄り「大丈夫ですか」と聞いてきた。無視 
しても男は車椅子のそばに立ちはだかった。 
「家まで送ったろか」と背中を触ってきた。 
「大丈夫です」と睨むと男は舌打ちして去っ 

 

信仰のまなざしをもって 
               現実をみつめる 

社会活動センターシナピスの職員である山田直保子さんはある日突然、難病に襲われました。

「車イス生活となった私に対する社会の荒波は想像以上だった」と話すナオコの体験とは......。 
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ていた。駅に到着し、誰もいないエレベーターへの通路を行くと男が近寄ってきた。「家まで送
ったるわ」ナオコが「結構です」というと舌打ちして去っていった。エレベーターを待っている
と別の男がやってきてそばに立った。密室で痴漢に遭う恐怖でナオコは女子トイレに逃げた。10
分ほどすると、女性がエレベーターへ行くのが見えたので、急いでエレベーターへ車椅子を動か
し一緒に乗り込んだ。 

 
◆難民たちに再会する 

ナオコは歯を食いしばってシナピスホームへの道のりを辿った。すると、遠い道の向こうから
難民たちが「ナオコさ～ん」と声をあげて、大きな手をふりまわして一目散に駆け寄ってきた。
その姿を見たナオコは声をしゃくりあげて泣いた。彼らは次々にナオコにハグをした。ホームに
到着すると待っていた他の人たちが次々にハグし、ナオコは号泣した。 

 ナオコが道中で体験したことを話すと、難民たちは激怒し「外出時にはスタンガンを持って、
近寄ってきたら撃ち殺すのがよい」「いや、催涙弾を投げるのがよい」と 
言い、ナオコは「日本では認められてへんねん」と笑った。 

 
◆サングラスをかける 

翌日、ナオコは外出時にはサングラスをかけ、杖を足に挟みながら 
車椅子を操作した。それが手足に力の入らないナオコの精いっぱいの 
防御態勢だった。そんないでたちで電動車椅子を駆使すると、言い寄 
る男がいなくなった。 
 
 
 

  
 

 

http://www.osaka.atholic.jp/no_side/jptaikai2021.html 
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「エコロジカルな回心」とは？ 

イカナゴに何が・・・⁉ 

海に囲まれたところに住む私たちは、
季節のうつろいを海からの恵みによって
感じ、生活を彩ってきました。毎年春に
なるとくぎ煮を送ってくれた垂水のおばち
ゃんの笑顔、青空の下、海苔をたっぷり
巻いたおにぎりにかぶりついた運動会、
家族と鍋を囲んだタコしゃぶ・・・。 

懐かしい思い出とも結びついた身近
な海の恵みが今脅かされています。汚し
た海を「きれい」にすることはできても、
「豊かに」するのはとても難しい。一度海
の生態系を壊してしまったら回復に途方
もなく⾧い年月がかかるということを教訓
にしなければと改めて思いました。 

兵庫名物イカナゴのくぎ煮。大阪でも春の訪れとともにスーパーでイカナゴの予約販売が始まります。関西では「新子（シンコ）」、
関東では「小女子（コウナゴ）」と呼ばれるイカナゴの稚魚を生姜や醤油で甘辛く炊いたくぎ煮は、兵庫が誇る郷土料理です。  
ところが、ここ何年か、イカナゴが不漁というニュースを目にするようになりました。値段も高くなりました。海苔やタコも不漁と聞きます。
漁場である瀬戸内海で、一体何が起こっているのでしょうか。 
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きれいになり過ぎた瀬戸内海 

高度経済成⾧期、工場や家庭か
らの排水や開発によって水質が悪化し
て赤潮が頻発。「ひん死の海」と呼ば
れた。国は 1973 年に「瀬戸内海環
境保全特別措置法」を制定し、沿岸
の府県からの排水を厳しく規制。 

下水道の整備や工場排水
の水質改善が進み、海はきれ
いになったが、イカナゴのえさであ
るプランクトンの栄養となる窒素
やリン（栄養塩類）の濃度が
大幅に低下。 

海の「貧栄養化」 海の「富栄養化」
4 

イカナゴの漁獲量が 10 年前の
10 分の 1 以下に! 

＊兵庫県水産課 HP より一部抜粋 

海を汚したことを反省してきれいにしてきたけれども、海洋生物がいきるために必要な栄養素まで
をも消してしまった。また海水温の変化も生き物には苦しい状況・・・。 

豊かな瀬戸内海を取り戻すために 

国は・・ 
この３月に「瀬戸内海環境保全特別
措置法」の改正案を閣議決定。沿岸
の府県がそれぞれの海域の事情に応
じて栄養塩類の濃度の目標値を設定
できるようにした。 

兵庫県は・・ 
2019 年に「環境の保全と創造に関す
る条例」を改正。工場や生活排水に含
まれる栄養塩類の海中濃度の下限を
設定。豊かで美しい瀬戸内海の再生に
務めることを県や事業者の責務とした。 

地元では・・・ 
「海底耕うん」:海の底を掘り起こして退席した砂や
泥の中にある窒素やリンを海中に放出。 
「かい堀り」:明石市内の池の底にたまっている栄養
塩類が多く含まれた泥水をポンプを使って海に流入。 



☆お名前またはニックネーム                  
 ☆連絡先（メールアドレスや電話番号など） 

☆投稿方法   FAX : 06-6920-2203 ／ メール:sinapis@osaka.catholic.jp 
QR コード＊  
＊QR コードの読み込みには、スマートフォンなどで QR コードリーダーをダウンロード 

することが必要です。 

 

たとえばこんなこと 

2. あなたにとって、「すべてのいのちを守る」とは？     

1. 環境のためにしていること、昔から言い伝えられている知恵      
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◆ HP はただいまリニューアル作業中です。 

 再開まで今しばらくお待ちください。  

▽▲▽ シナピスの主な活動 ▽▲▽ 

◆広報活動  
 ・教皇メッセージ、司教団メッセージ等 
  社会活動の指針の伝達 
 ・読者と教会内外の社会活動をつなぐ 

機関誌としてシナピスニュースを発行 
  
◆大阪教区・社会活動委員会との連携 
   
◆学習会研修会の企画 
 
◆こども基金 
 世界・日本のこどもたちへの援助 
 
◆カトリック中央協議会との連携 
 正義と平和協議会、難民移住移動者委員会、 

カリタス、部落差別人権委員会に委員を派遣 
 
◆人権教育の講師を務めるなど教育機関への 

働きかけ 
 
◆難民移住移動者支援 
 難民移住移動者の暮らしやすい社会を目指して 
  難民移住移動者 相談ダイヤル 
    ☎ 06-6941-4999 

ミャンマーで国軍が起こしたクーデターに対し、市民が粘り強

く抗議活動を続けています。しかし国軍の弾圧は日ごとに強硬

になり、容赦ない暴力が振るわれ、死者は 700 人を超え、その

中には子どもも含まれています。 

ミャンマーには 400 を超える日本企業が進出しており、大きな

影響力を持っています。茂木外相は暴力の停止を求めました

が、政府は更に市民への暴力をやめるようミャンマー政府に強

く働きかけてほしいと思います。私たちも海の向こうの出来事に

手をこまねくのではなく、小さくても何かできることをしたいと考

え、政府とミャンマー大使館に葉書を送ることにしました。ご賛

同いただける方はシナピスまでご連絡ください。追ってハガキを

お送りいたします。 

シナピスにハガキあります。 

例）調味料、缶詰など保存のきくもの  
お電話をお待ちしています!! 
☎06-6942-1784 

活動へのご支援ご協力 
よろしくお願いいたします。 

郵便振替 00960-7-61419 
加入者名 カトリック大阪大司教区シナピス 

食料品提供のお願い 

私たちは、コロナウイルスを通して生と死に向き合っています。どうし

たらよいのか、不安な中過ごす毎日です。世界がひとつになって、か

けがえのない一人ひとりの命を守るために知恵を出し立ち向かわな

ければなりませんね。また一方で、このコロナ禍で浮き彫りになってい

るのは、病だけではありません。社会的に弱い立場にあるひとがさら

に追い込まれています。 

残念ながら日本の人権感覚は世界から見ると低いようです。人の尊

厳が守られない政策が十分な審議もされないまま次々と可決してい

きます。それを見逃すのも止めるのも私たち一人ひとりの手にかかっ

てます。経済学者でカトリック信徒の浜矩子さんは、4 月 6 日に衆議

院で可決され参議院で審議している、デジタル監視法案の危険性を

取り上げたある会議の席で、政府は私たちを監視(目)し、盗聴(耳)

し、そのために使える企業をおびき寄せる(手)、そんな法案を通そう

としているが、本来もたなければならないものは、人のために涙する

（目）、苦しみ悩む人々の訴えを聞く（耳）、そして惜しげなく差し伸べ

る（手）だとおっしゃっていました。これは私たち一人ひとりに向けられ

たことばだと受け取りました。（H） 





1 土 メーデー　  憲法週間(～7日)

2 日

3 月

憲法記念日　世界報道の自由の日

●輝け憲法!　平和といのちと人権を!　おおさか総がかり集会　　　開会14時　Youtubeでの中継 扇町公園での集会はおこないません。
　※13:45～　音楽LIVE：マイク・サン・ライフ     YouTube:https://youtu.be/mCPIfEQyOMA
　主催：おおさか総がかり行動実行委員会
  連絡先：大阪憲法会議・共同センター☏06-6352-2923　　　戦争をさせない1000人委員会・大阪☏06-6351-0793
             しないさせない戦争協力関西ネットワーク☏06-6364-0123    　　https://www.so-gakari-osaka.net

4 火

5 水 児童憲章制定記念日　児童福祉週間(～11日)

9 日

●オンライン・島々シンポジウム－要塞化する琉球弧の今　第2回ミサイル基地工事を阻む石垣島
　13:00～　Zoomウェブセミナー　入場無料・カンパ歓迎
　パネラー　山里節子さんをはじめとする「オバーたちの会」の皆さん、嶺井　善さん、内原英聡さん　小西誠さん　司会：三上智恵さん
　主催・問い合わせ：「島々シンポジウム」実行委員会　shakai@mail3.alpha-net.ne.jp
          事前登録アドレス：https://zoom.us/webinar/register/WN_QzYB3LT_QR28nuBpILHMpw

10 月

11 火

12 水

13 木
●原発賠償関西訴訟第29回口頭弁論期日　　　14:00開廷　13:00本館または別館前集合(当日案内）
■場所：大阪地方裁判所　　傍聴抽選券〆切(13:15～13:30と流動的、当日決定）　報告集会未定
　 問合せ：原発賠償関西訴訟の応援団★KANSAIサポーターズ   ☏： 070-5658-9566　     ブログ　http://kansapo.jugem.jp/

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水
●「一元化条例」制定後の府・市政を考える討論集会　　　18時30分～20時30分　会場：エルおおさか大会議室
内容：大阪市会の情勢報告　市会議員　武 直樹さん　これからの市民運動の課題と実践・問題提起と討論　資料代：500円
主催：どないする大阪の未来ネット   ☏：090-3270-8244

20 木

21 金

22 土
国際生物多様性の日
 
★社会活動委員のつどい（ZOOM）

23 日

産科瘻孔をなくすための国際デー

●ドキュメンタリー映画『私はチェソンサラムです』
　①10:00～11:40　②12:30～2:10　③3:00～4:40　④5:30～7:10　開場は上映開始時刻の20分前
　東成区民センター　前売り：1000円　当日：1500円（高校生以下無料）　電話・メールので前売り券の予約申し込み可
　お問合せ：『私はチェソンサラムです』大阪実行委員会　☏06-6711-6377　E-mail:osaka@korea-htr.org

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金 国際アムネスティ記念日

29 土 国連平和維持要員の国際デー

30 日 世界禁煙デー　ごみ減量化・リサイクル推進週間(～6月4日)　消費者の日

6 日
●老朽原発うごかすな！大集会 in おおさか
■場所うつぼ公園　　13:00～　※14:30～　デモ出発 / ナンバまで
主催：老朽原発うごかすな！実行委員会　　httpｓ：//blog.goo.ne.jp/takahamakarakanden

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　    ２０２1 年　5  月　の 案 内　 　　　　　            ★印　カトリック関係

　  忘れない    あきらめないカレンダー

                                                 2021 年　祈祷の信徒　祈りの意向　５ 月
世界共通の意向：　金融の世界
　金融界の責任者たちが、政府と協力して経済の安定を図り、人々を危機から守ることができますように。

日本の教会の意向：病者
　病床にある人々、特に孤独のうちに病いと闘う人々に寄り添い、あわれみ深い父なる神のみ心を伝えていくことができますように。

新型コロナウイルス感染症の影響で中止される場合があります。事前に各主催者へお問い合わせください。

どんな状況下でも、忘れず、あきらめず、希望をもって歩む皆さまに、情報を配信します。
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